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“新しい時代に必要となる資質・能力”を育む“教師力”の向上

要　　覧要　　覧

　中央で育つ花は子どもたち、花が育つ場は学校です。それらを取り囲む教師集団

は、互いに連携・協働しながら教育活動に取り組んでいます。また、暖かな色合い

で学校を包み込んでいるのは県総合学校教育センター等の関係機関や家庭・地域社

会で、教育活動を支える様子を表しています。

　舞い上がる花の色は、学校教育全体を通して育成される新しい時代に求められる

資質・能力を表し、舞い上がる花は、子どもたちが自立し社会参加へ向かう様子を

表しています。
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Ⅰ　設置目的・運営方針

　１　設置目的

　　　青森県総合学校教育センターは、設置条例に基づき、学校教育の充実振興を図るため、次

の業務を行います。

　　（1） 学校教育に関する教育関係職員の研修に関すること

　　（2） 学校教育に関する専門的、技術的事項の研究に関すること

　　（3） 教育相談に関すること

　　（4） 学校教育に関する資料及び情報の収集及び提供に関すること

　　（5） その他学校教育の充実振興上必要なこと

　２　運営方針

　　　青森県総合学校教育センターは、子どもたちの未来を創るため、所員の心と力を結集し

て、学校を支援します。
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■青森市営バス

　青森駅発「学校教育センター」行きの終点で下車

■タクシー

　「東青県土整備事務所から青森市スポーツ公園を過

ぎた、県総合学校教育センター」と指定

■自家用車

　国道7号青森環状道路に案内標識有り

青森県総合学校
教育センター
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初任からおおむね採用５年目まで

向上・発展期
おおむね採用６年目から15年目まで

充実期
おおむね採用16年目以降

校長及び教頭

新任主任等に関する研修講座
新任管理職に

関する研修講座

職務に関する研修講座 主任等に関する研修講座

初任研・
新採研

フォロー
アップ研

中堅教諭等資質向上
前期研修講座
※採用５～７年目のうち
　いずれかの１年間で受講する

臨時講師
等の　　
研修講座
※Ｃ・Ｄの講座
　も受講可　　

中堅教諭等資質向上
後期研修講座
※採用12～15年目のうち

　いずれかの１年間で受講する

教科教育に関する研修講座

領域等に関する研修講座

生徒指導・教育相談に関する研修講座

特別支援教育に関する研修講座

情報教育に関する研修講座

採用前
臨時講師等

指標の観点※/キャリアステージ/職

人間力 指導力
マネジメ
ント力　

ICT
活用力 研修講座
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Ⅱ　業務の概要

　１　研修に関すること

　　　「“新しい時代に必要となる資質・能力”を育む“教師力”の向上」を目指し、次のよ

うに研修講座を開催します。

　　○「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を目指し、学校現場で実践す

ることをゴールに見据えた研修を提供します。

　　○令和の日本型学校教育を担う「新たな教師の学びの姿」の実現を目指し、課題設定や

振り返りを含んだ演習・協議等の手立てを工夫した研修を提供します。

　　○学校、先生方の課題や悩みに寄り添い、その実践と意欲をサポートします。

 （1） センター研修概要

　　

 （2） 研修区分別内訳　［令和８年度講座数］　　（令和７年度講座数：延べ修了者数）

　　　全　体　　　　　　　　　［165講座］　　　　　　　　 （162講座：3,728人）
　　　　基本研修　　　　　　　［ 55講座］　　　　　　　　 （ 56講座：1,878人）
　　　　　初任者研修　　　　　　　　　　　　［24講座］　　（ 24講座：1,044人）
　　　　　新規採用者研修　　　　　　　　　　［ 8講座］　　（ 10講座：　 61人）
　　　　　フォローアップ（２年次）研修　　　［ 5講座］　　（　4講座：　200人、１講座：実施なし）
　　　　　中堅前期研修、中堅前期・後期研修　［10講座］　　（ 10講座：　290人）
　　　　　中堅後期研修　　　　　　　　　　　［ 8講座］　　（　8講座：　283人、１講座：実施なし）
　　　　職務研修　　　　　　　　　［ 17講座］　　　　　　 （ 16講座：　583人、１講座：実施なし）
　　　　専門研修　　　　　　　　　［ 90講座］　　　　　　 （ 90講座：1,267人）
　　　　幼児教育センター主催研修　［　3講座］

 （3） 学校種別内訳　　（令和７年度延べ修了者数）

　　　全　体　　　　　　　　3,728人
　　　　小学校（公立）　　　1,127人　　　　　　中学校（公立）　　　　　967人
　　　　高等学校（県立）　　　910人　　　　　　特別支援学校（県立）　　717人
　　　　その他　　　　　　　　  7人
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　２　研究に関すること

　　　本県学校教育の諸課題について調査研究を行い、その成果を公表及び提供します。

　　○学校への還元を第一とし、教育活動に役立つ実践的・先導的な研究を行います。

　　○学校での活用を進めるため、研究報告書、実践の手引き、指導資料等を作成して学校に

提供します。

　　○研究成果や研究過程を、Webページ上へ掲載し、広く県民に理解いただくとともに、

全国に向け発信します。

　　　研究では、研究員による個人研究のほか、本県学校教育の課題解決や学校支援に資する実

践的・先導的な研究として、令和７年度から令和８年度までの２年間、「一人一人の子供を

主語にする学校教育の実現に向けて」をテーマとして、全指導主事が課ごとの特性や専門性

を生かした研究を推進していきます。その際、課の所属を超えた人的交流やサポート体制、

情報共有を図っていくものとします。

　　センター研究　令和７年度の研究内容

研究グループ 研究テーマ

義務教育課 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る授業の在リ方研究

高校教育課
（探究的な学びユニット）

教科における探究的な学びに関する研究

高校教育課
（特別支援教育ユニット）

青森県内の高等学校における特別な配慮を要する生徒へのアプローチに係る
研究

高校教育課
（学習評価等ユニット）

「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法の検討

高校教育課・産業教育課
（遠隔授業ユニット）

遠隔授業（講習）による個別最適な学びと協働的な学びの実現

生徒の多様な学びを支える遠隔教育の実践について

特別支援教育課
省察と対話を核とした授業研究モデルの開発
～子供の学びの事実を起点とした授業研究の在り方～

教育相談課
グループ・アプローチによる安心できる学級づくりの支援
～子供が自分らしくいられる関係性の育成～
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　３　教育相談に関すること

　　　県内の学校、本人や保護者の教育相談に応じます。

　　○相談者の悩みや相談を一緒になって考えます。

　　○学校や各市町村教育委員会、医療や福祉などの関係機関と連携して相談を行います。

 （1） 教育相談課
主　な　相　談　内　容 対　　象 方　　法

○子どもの教育全般に関すること
　・いじめや不登校に関すること
　・学習や進路に関すること
　・性格や行動に関すること　など

幼児、児童生徒　
保護者及び教職員

毎週　月～金曜日　９：00～17：00
　　　　　　　　　（電話は８：30～）
月１回　土曜日　　９：00～12：00
＊土曜教育相談は、事前予約が必要です。事前予

約が有る場合のみ、開催いたします。

＊開催予定日の８日前までに、御予約ください。

開催予定日については当センターWebページ

「教育相談のご案内」を御覧ください。

こころの教育相談センター（教育支援センター） 開室時間

○不登校状態にある県内全域の児童生徒（小中高校生対象）に対し、
適切な支援を行い、子どもの社会的自立を目的とする

　・本人や保護者、教職員との面接相談により、不安や悩みの解消の
ための支援をします。

　・体験的な活動、望ましい集団活動により、社会的自立のための支
援をします。

　・学習習慣の定着と学習意欲の向上のための支援をします。
　・学校復帰へのステップを本人とともに、家庭、学校と連携しなが

ら考えます。

月・火・木曜日　10：00～14：45
金曜日　　　　　10：00～12：00
＊水曜日はチャレンジ日

＊長期休業中（夏休み・冬休み）は休

みとなります。

 （2） 特別支援教育課
主　な　相　談　内　容 対　　象 方　　法

○特別支援教育に関すること
　・園や学校・家庭での過ごし方に関すること
　・学習のつまずきに関すること
　・進路に関すること
　・コミュニケーションに関すること
　・見えや聞こえに関すること　など

幼児、児童生徒　
保護者及び教職員

毎週　月～金曜日　９：00～17：00
月１回　土曜日　　９：00～12：00
＊土曜教育相談は、事前予約が必要です。事前予

約が有る場合のみ、開催いたします。

＊開催予定日の８日前までに、御予約ください。

開催予定日については当センターWebページ

「教育相談のご案内」を御覧ください。

　【資料】相談件数（令和７年度）

相　談　件　数　（件） 電　話（件） 来　所（件）

2,008
①教育相談課　　　1,912 1,134 778

②特別支援教育課　　 96 　 78  18

　４　資料・情報の収集・提供に関すること

　　　学校教育に関する図書、視聴覚教材、その他必要な教育資料等を収集・整理し、提供し

ます。

　　○教育に関する図書資料等を収集・整理し、研修・研究等に活用できるように提供します。

　　○図書資料室の利便性確保と環境整備を行います。

　　　原則として、県内の幼稚園・認定こども園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校

の教職員の方々に御利用いただけます。利用時間は、平日の９：00～16：30です。

　【令和７年度の図書資料等】

図　　書 視聴覚教材 そ　　の　　他

令和７年度収集 199冊 0本 ・各教科や道徳、生徒指導等学校教育に関する36
種の定期刊行物

・全国の教育センターや大学等の研究紀要をはじ
めとする教育資料

累　　計 21,169冊 433本
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連　携

支　援

学校サポート事業 学　　校

校内研修等に指導主事を派遣

校内研修等講師派遣事業

教科指導等の情報を提供

教科指導等サポート事業

校内研修、授業改善等

学校課題に対する取組

学校課題の解決・継続的な取組

児童生徒の夢や志の実現

学び続ける教員を支援
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　５　学校等の支援に関すること

　　　教育活動の充実のために、学校等が必要とする事業を展開し、教員をサポートします。

　　○校内研修等講師派遣事業

　　　　学校が抱える教育課題等の解決に向けて、教員の資質・能力の向上を目指して行う校

内研修等に講師として指導主事を派遣し、研修の活性化を図るとともに教育活動を支援

します。

　　○教科指導等サポート事業

　　　　県内教員から寄せられる教科指導等の質問に対して的確な情報を提供し、サポートし

ます。

　　　【校内研修等講師派遣事業のテーマ例】

学習指導

◆「主体的・対話的で深い学び」の視点からの

授業改善

◆デジタル学習基盤の効果的な活用

◆ユニバーサルデザインの視点による授業づく

り

◆高等学校における探究的な学び

特別支援教育

◎特別な配慮を必要とする児童生徒への支援

◎個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成

◎障がい特性に応じた指導

生徒指導・教育相談

◇児童生徒理解のための調査法の活用

◇人間関係づくり

　（グループアプローチを中心に）

◇面接相談の進め方

　（教育カウンセリングの基本）

◇児童生徒のためのストレスマネジメント

◇いじめの未然防止と対応

◇不登校の未然防止と対応

◇保護者への対応

◇情報モラルの指導

◇ＳＯＳの出し方教育

◇愛着の問題への理解と対応

　【令和７年度の実績】

事　業　名 件　　数

校内研修等講師派遣事業 140件

教科指導等サポート事業  77件
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「教育の情報化」支援

ICT機器に関する技術支援

総合学校教育センタートップページより

　学習者用コンピュータやICT機器の活用法など、教育の情報化に関わる技術を提供

しています。

授業に役立つ情報の提供

ASN青森県教育ネットワーク
トップページより

情報通信ネットワークの活用

学習者用コンピュータの活用

　「教育情報の提供」・「WEB授業動画配

信」・「ICT活用応援サイト」など、授業に

役立つ情報を提供しています。

　授業に役立つ情報の提供については、当

センタートップページの「リンク」から御

覧いただくことができます。

　青森県教育ネットワーク（ASN）を活

用した様々なサービスを提供しています。

〔メーリングリスト〕

　電子メールの一斉配信システムです。教

育研究会、小・中学校・義務教育学校・高

等学校・特別支援学校の文化・体育団体

等、教育活動の意見交換の場として利用で

きます。

　詳しくは、当センタートップページの

「学校サポート」を御覧ください。

連　携

支　援

学校サポート事業 学　　校

校内研修等に指導主事を派遣

校内研修等講師派遣事業

教科指導等の情報を提供

教科指導等サポート事業

校内研修、授業改善等

学校課題に対する取組

学校課題の解決・継続的な取組

児童生徒の夢や志の実現

学び続ける教員を支援
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　６　情報化の推進に関すること

　　　学校教育の情報化推進に関する相談や情報通信ネットワークの技術支援を行います。

　　○わかりやすい授業の実現に向けたＩＣＴ活用を支援します。

　　○授業に役立つ情報を提供します。

　　○青森県教育ネットワーク（ＡＳＮ）を活用して様々なサービスを提供します。
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　７　広報に関すること

　　　県内の最新の情報やセンターの研修講座、研究成果に関する情報等を広く県民に周知し

理解を図ります。

　　○センターの業務や研修講座等の紹介について、Webページ、刊行物、メール配信等で

情報を発信します。

　　○授業に活用できる情報を提供します。

　　・要覧の発行

　　・「センターだより」の発行

　　・リーフレット「こころの教育相談センターのご案内」をWebページで公開

　　・メール配信を活用した各種情報提供

　　・「広報あおもりけん」等の広報誌へ記事提供

　　・「青森県総合学校教育センター　センターセミナー」の開催

「センターだより第85号」（令和８年３月９日発行）
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企
画
調
整
・
評
価
会
議

所
　
　
　
長

副
　
所
　
長

課
長
会
議

研 修 委 員 会

情報化対応に関する各課連携

広報に関する各課連携

研修に関する各課連携

遠 隔 教 育 推 進 課
課長（広報委員長）
指導主事（１名）
教諭（２名）※駐在

義 務 教 育 課
課長（研修委員長）
指導主事（10名）

高 校 教 育 課
課長（学校サポート委員長）
指導主事（13名）

特 別 支 援 教 育 課
課長（広報委員長）
指導主事（５名）
研 究 員（２名）

産 業 教 育 課
課長（情報委員長）
指導主事（７名）
研 究 員（２名）

教 育 相 談 課
課長（研究委員長）
指導主事（７名）
研 究 員（２名）

総　　　務　　　課

副参事（課長）
総括主幹（副課長）
総括主幹（１名）
主幹（２名）
主事（２名）

研究に関する各課連携

学校支援の充実、情報収集提供に
関する各課連携

研 究 委 員 会

情 報 委 員 会

学校サポート委員会

広 報 委 員 会
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Ⅲ　組織機構
令和８年４月１日現在

所　　長 副 所 長 副 参 事 課　　長
合　　計

1 1 1 6

指導主事 総括主幹 主　　幹 主　　事

79
43 2 2 2

研 究 員 教諭　※駐在  会計年度任用職員＊

6 2 13

＊会計年度任用職員・・・研修講座補助員２、非常勤事務員３、教育相談補助員２

　　　　　　　　　　　　指導員４、不登校支援コーディネーター１、外国語指導助手１

職　員　数
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■配置図
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Ⅴ　沿　　革
青
森
県
教
育
研
究
所

昭25.７　青森県教育研究所を青森県立図書館内に設置（初代所長　横山武夫教育次長）

青
森
県
理
科　

教
育
セ
ン
タ
ー

昭28.４　青森県教育調査研究所と改称（日赤青森支部隣接地に移転）
昭32.４　青森県教育庁教育研究所と改称
昭37.４　青森県教育研究所と改称（青森県立図書館内に移転）
昭39.４　青森県理科教育センターを設置（青森県立図書館内）（初代所長　三上正章）
昭39.11　青森県教育研究所及び青森県理科教育センターを青森市大字筒井字桜川に移転　

　

青
森
県
教
育
セ
ン
タ
ー　
　
　

特
殊
教
育

セ
ン
タ
ー

昭45.４　青森県教育研究所及び青森県理科教育センターの統合により青森県教育センターを設置
　　　　 分課は、庶務課、第一研修課、第二研修課及び第三研修課（初代所長　工藤信一）

青

森

県

情

報

処

理

教

育

セ

ン

タ

ー

昭50.４　青森県情報処理教育セ
ンターを青森市新城天
田内に設置

　　　　（初代所長　冨谷郁逸）
　　 ７　教職員研修開始
　　 ９　生徒実習開始　宿泊棟竣工

昭55.３　青森県教育センター創立30周年・青森
県理科教育センター15周年記念式典
挙行

昭56.４　第四研修課（別名特殊教育センター）
を設置し、特殊教育部門を充実

昭56.７　体育館竣工
昭63.４　第一研修課、第二研修課及び第三研修

課を統合して初等中等教育課を設置
するとともに、第四研修課を特殊教育
課と改称

平元.11　青森県情報処理教育センターの汎用
コンピュータとオンライン接続

平２.７　第一研修室にパーソナルコンピュー
タ導入

こ
こ
ろ
の
教
育

相
談
セ
ン
タ
ー

平３.10　オンライン実習開始
平４.10　青森県教育センター分館として青森

市新城天田内にこころの教育相談セ
ンターを開設

平８.１　教育用ソフトウェアライブラリセン
ターを開設

青

森

県

総

合

学

校

教

育

セ

ン

タ

ー

平４　　　青森県総合学校教育センター（仮称）建設基本構想策定
平６　　　基本・実施設計委託、建設用地取得
平７　　　本体工事着手
平８　　　多目的グラウンド等設計委託
平９.11　管理研修棟・大研修室棟・体育館・食堂宿泊棟竣工
平10.４　青森県教育センター及び青森県情報処理教育センターを統合して、青森県総合学

校教育センターを青森市大矢沢野田に設置（初代所長　平井軍治）
　　　　 分課は、総務課、義務教育課、高校教育課、特殊教育課、産業教育課及び教育相談

課（こころの教育相談センター併置）　開所記念式典挙行　５月記念講演会開催
平11 　　５月・10月東北・北海道地区教育センター協議会
平12.10　全国適応指導教室連絡協議会東北・北海道地域会議
平13.４　特殊教育課を特別支援教育課と改称
　　 10　全国教育研究所連盟教育指導等研究協議会
平15.10　都道府県指定都市教育センター所長協議会及び研究発表会　技術・家庭部会
平16 　　５月・10月東北・北海道地区教育センター協議会
平18.６　全国教育研究所連盟総会・研究発表大会（青森市）
平22 　　５月・10月東北・北海道地区教育センター協議会
平22.10　東北地区教育研究所連盟総会・教育研究発表大会
平22.11　全国適応指導教室連絡協議会東北・北海道地域会議
平23.10　都道府県指定都市教育センター所長協議会及び研究発表会 物理分科会
平28.10　東北・北海道地区教育センター協議会及び東北地区教育研究所連盟総会・教育研

究発表大会
　　　　 都道府県指定都市教育センター所長協議会及び研究発表会　技術・家庭科分科会
令２.10　全国特別支援教育センター協議会研究協議会
令４.３　管理研修棟・大研修室棟・食堂宿泊棟・体育館棟外部改修工事終了
令４.10　全国適応指導教室教育支援センター等連絡協議会北海道・東北地域会議
　　　　 東北・北海道地区教育センター協議会及び東北地区教育研究所連盟総会・教育研

究発表大会
令４.11　車路改修工事終了
令５.10　全国適応指導教室・教育支援センター等連絡協議会　北海道・東北地域会議
令６.３　大研修室電気設備等改修工事終了
令７.１　電話交換機取替工事終了
令８.４　遠隔教育推進課（青森県遠隔教育センター併置）開設
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Ⅰ　設置目的・運営方針

　１　設置目的

　　　青森県総合学校教育センターは、設置条例に基づき、学校教育の充実振興を図るため、次

の業務を行います。

　　（1） 学校教育に関する教育関係職員の研修に関すること

　　（2） 学校教育に関する専門的、技術的事項の研究に関すること

　　（3） 教育相談に関すること

　　（4） 学校教育に関する資料及び情報の収集及び提供に関すること

　　（5） その他学校教育の充実振興上必要なこと

　２　運営方針

　　　青森県総合学校教育センターは、子どもたちの未来を創るため、所員の心と力を結集し

て、学校を支援します。
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■青森市営バス

　青森駅発「学校教育センター」行きの終点で下車

■タクシー

　「東青県土整備事務所から青森市スポーツ公園を過

ぎた、県総合学校教育センター」と指定

■自家用車

　国道7号青森環状道路に案内標識有り
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「アプセくん」

令和 8 年度（2026）

“新しい時代に必要となる資質・能力”を育む“教師力”の向上

要　　覧要　　覧

　中央で育つ花は子どもたち、花が育つ場は学校です。それらを取り囲む教師集団

は、互いに連携・協働しながら教育活動に取り組んでいます。また、暖かな色合い

で学校を包み込んでいるのは県総合学校教育センター等の関係機関や家庭・地域社

会で、教育活動を支える様子を表しています。

　舞い上がる花の色は、学校教育全体を通して育成される新しい時代に求められる

資質・能力を表し、舞い上がる花は、子どもたちが自立し社会参加へ向かう様子を

表しています。


